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は
じ
め
に

京
都
市
右
京
区
に
所
在
す
る
槙
尾
山
西
明
寺
は
、
近
在
の
高
雄
山
神
護
寺
・

栂
尾
山
高
山
寺
と
と
も
に
三
尾
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
真
言
宗
大
覚
寺
派
の

寺
院
で
あ
る
（
1
）。
寺
伝
に
よ
る
と
、
天
長
年
間
（
八
二
四
〜
八
三
四
）
に
弘
法
大
師

空
海
の
弟
子
で
甥
に
あ
た
る
智
泉
が
神
護
寺
の
別
院
と
し
て
建
立
し
た
こ
と
に

は
じ
ま
り
、
建
治
年
間
（
一
二
七
五
〜
一
二
七
八
）
に
和
泉
国
槙
尾
山
寺
の
自
性

が
中
興
し
、
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
に
は
後
宇
多
天
皇
よ
り
平
等
心
王
院
の
寺

号
を
賜
っ
た
。
以
後
寺
勢
は
衰
え
た
よ
う
だ
が
、
俊
正
明
忍
（
一
五
七
六
〜
一
六

一
〇
）
が
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
入
り
再
興
し
た
。
明
忍
は
奈
良
・
西
大
寺

の
中
興
興
正
菩
薩
叡
尊
（
一
二
〇
一
〜
一
二
九
〇
）
を
慕
っ
て
西
大
寺
で
律
を
学

び
、
高
山
寺
に
お
い
て
叡
尊
と
同
じ
方
法
で
自
誓
受
戒
を
お
こ
な
い
通
受
比
丘

と
な
っ
た
僧
侶
で
、
西
明
寺
は
同
人
を
端
緒
と
し
て
近
世
戒
律
復
興
運
動
の
拠

点
と
な
っ
た
。
明
忍
は
さ
ら
な
る
律
学
の
研
鑽
の
た
め
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇

六
）
に
明
へ
の
渡
航
を
目
指
し
て
対
馬
に
渡
っ
た
が
、
同
地
で
病
に
伏
し
、
慶

長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
六
月
七
日
に
至
寂
し
た
。
西
明
寺
は
弟
子
た
ち
に
よ
っ

て
整
備
が
す
す
め
ら
れ
、
同
寺
と
と
も
に
律
の
三
僧
房
と
称
さ
れ
た
大
阪
府
羽

曳
野
市
の
野
中
寺
や
同
堺
市
に
か
つ
て
存
し
た
神
鳳
寺
を
は
じ
め
、
京
都
府
宇

治
田
原
町
の
巖
松
院
や
同
木
津
川
市
の
現
光
寺
な
ど
の
末
寺
も
発
展
し
た
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
西
明
寺
の
本
尊
で
あ
る
釈
迦
如
来
立
像
（
以
下
、
本
像
ま

た
は
西
明
寺
像
）﹇
口
絵
3
・
図
1
〜
13
﹈
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
多
数
造
ら
れ

た
京
都
・
清
凉
寺
の
本
尊
釈
迦
如
来
立
像
の
模
刻
、
い
わ
ゆ
る
清
凉
寺
式
釈
迦

像
の
一
例
で
あ
る
。
像
高
は
原
像
（
一
六
二
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
三
分
の
一

ほ
ど
で
あ
る
も
の
の
、
京
都
・
常
楽
院
旧
蔵
で
現
在
は
文
化
庁
が
所
蔵
す
る
釈

迦
如
来
立
像
（
以
下
、
文
化
庁
像
）﹇
図
14
〜
16
（
2
）﹈
と
と
も
に
、
類
例
の
う
ち
原
像

の
形
姿
を
最
も
忠
実
に
写
す
像
と
し
て
知
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
作
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
（
3
）、
こ
れ
ま
で
に
像
の
詳
細
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、

常
楽
院
の
伝
え
で
は
文
化
庁
像
は
高
山
寺
の
明
恵
房
高
弁
（
一
一
七
三
〜
一
二
三

二
）
が
本
像
と
同
じ
木
か
ら
造
ら
せ
た
と
い
い
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
の

『
山
州
名
跡
志
』
で
は
、「
像
高
四
尺
余
」
と
注
記
す
る
も
の
の
、
本
尊
釈
迦
像

を
明
恵
の
作
と
記
す
の
も
注
意
さ
れ
る
。

令
和
五
年
夏
に
奈
良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
聖
地
南
山
城
」

（
会
期
七
月
八
日
〜
九
月
三
日
）
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
清
凉
寺
式

釈
迦
像
で
あ
る
巖
松
院
像
﹇
図
17
〜
20
﹈
お
よ
び
現
光
寺
像
の
出
陳
が
叶
っ
た
。

両
像
は
西
明
寺
で
学
ん
だ
律
僧
が
関
与
し
て
造
ら
れ
た
西
明
寺
像
の
模
像
で
あ

り
、
と
く
に
巖
松
院
像
は
そ
の
忠
実
な
写
し
で
あ
る
こ
と
を
同
展
図
録
で
述
べ

た
が
（
4
）、
展
覧
会
に
際
し
て
調
査
（
5
）の
機
会
を
い
た
だ
い
た
本
像
に
つ
い
て
は
充
分

に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
調
査
に
基
づ
く
概
要
の

―
作
品
研
究
―

京
都
・
槙
尾
山
西
明
寺
本
尊

釈
迦
如
来
立
像

内

藤

航
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図1 釈迦如来立像 正面 京都・槙尾山西明寺図2 同 背面
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図3 同 左側面図4 同 右側面
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図5 釈迦如来立像 左斜側面 京都・槙尾山西明寺図6 同 右斜側面
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図9 同 頭部左側面

図7 同 頭部正面図8 同 頭部正面（近赤外線撮影）

図10 同 頭部右側面
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図11 釈迦如来立像 像底 京都・槙尾山西明寺

図12 同 台座
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図13 同 光背
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報
告
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
造
形
の
特
色
と
明
恵
が
造
立
に
関
与
し
た
可
能

性
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
い
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
も
の
と
し
た
い
。

一

像
の
概
要

像
高
五
一
・
六
㎝
（
一
尺
七
寸
）、
髪
際
高
四
八
・
一
㎝
（
一
尺
五
寸
八
分
）

を
測
る
立
像
で
あ
る
（
6
）。

（
一
）

形
状

頭
髪
は
肉
髻
お
よ
び
地
髪
で
そ
れ
ぞ
れ
渦
を
巻
く
網
目
状
と
し
、
肉
髻
珠
お

よ
び
白
毫
相
を
あ
ら
わ
す
。
着
衣
は
衲
衣
と
裙
を
着
る
。
衲
衣
は
頸
部
周
り
を

衣
が
覆
う
通
肩
で
、
裙
は
上
下
二
段
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
着
衣
に
は
正
面
で
同

心
円
状
の
衣
文
を
繁
く
刻
み
、
大
腿
部
を
は
じ
め
各
所
に
茶
杓
状
の
衣
文
を
あ

ら
わ
す
が
、
側
面
で
は
衣
文
の
数
が
減
り
、
背
面
で
は
ま
っ
た
く
衣
文
を
刻
ま

な
い
。
た
だ
し
両
肩
半
ば
か
ら
背
面
頸
部
に
か
け
て
、
木
屎
漆
を
盛
っ
て
衲
衣

の
折
り
返
し
を
あ
ら
わ
す
。
両
耳
孔
に
水
晶
を
嵌
入
す
る
。
右
手
を
施
無
畏
印
、

左
手
を
与
願
印
と
し
て
蓮
華
座
上
に
立
つ
。
両
掌
に
知
能
線
、
感
情
線
、
運
命

線
の
手
相
を
刻
む
。
運
命
線
は
掌
の
半
ば
か
ら
第
三
指
の
付
け
根
に
か
け
て
刻

む
。光

背
﹇
図
13
﹈
は
挙
身
光
。
頭
光
は
円
形
で
、
中
心
に
八
葉
蓮
華
、
そ
の
外

周
に
覆
輪
二
条
を
め
ぐ
ら
せ
る
。
圏
帯
に
は
透
か
し
彫
り
で
宝
相
華
文
を
あ
ら

わ
し
、
最
外
縁
は
紐
一
条
、
連
珠
、
紐
一
条
、
列
弁
と
す
る
。
身
光
は
内
外
縁

と
も
に
五
つ
の
弧
線
を
連
ね
た
波
形
を
呈
す
る
。
身
光
の
中
心
部
に
は
隙
間
を

つ
く
り
、
圏
帯
に
上
部
か
ら
下
部
へ
と
展
開
す
る
流
雲
文
を
配
す
る
。
内
外
縁

の
弧
線
は
、
内
縁
を
紐
二
条
、
外
縁
を
紐
一
条
、
連
珠
、
紐
一
条
、
列
弁
と
す

る
。
光
脚
は
菊
葉
形
の
五
弁
の
間
に
蘂
を
あ
ら
わ
す
。
周
縁
部
は
透
か
し
彫
り

で
宝
相
華
文
を
あ
ら
わ
す
。

台
座
﹇
図
12
﹈
は
蓮
華
（
蓮
肉
・
蓮
弁
）、
敷
茄
子
、
花
形
飾
り
、
華
盤
、
蘂
、

反
花
、
上
下
框
よ
り
な
る
。
蓮
肉
は
円
形
で
、
上
面
に
蓮
実
を
あ
ら
わ
し
、
周

縁
部
に
陰
刻
線
を
入
れ
て
十
方
入
隅
と
す
る
。
側
面
に
蘂
を
あ
ら
わ
す
。
蓮
弁

は
十
二
方
五
段
魚
鱗
葺
き
で
、
各
弁
に
十
数
条
の
弁
脈
を
刻
む
。
敷
茄
子
は
円

筒
形
で
無
文
と
す
る
。
花
形
飾
り
は
六
方
に
あ
ら
わ
さ
れ
、
大
小
を
交
互
に
配

す
る
。
反
花
は
十
二
弁
間
弁
付
き
で
、
単
弁
・
複
弁
を
交
互
に
あ
ら
わ
す
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
本
体
の
形
状
か
ら
、
本
像
は
清
凉
寺
本
尊
の
模
刻
で

あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
光
背
の
う
ち
弧
線
を
連
ね
た
輪

郭
を
も
つ
身
光
の
形
状
も
原
像
の
そ
れ
に
倣
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
7
）。

（
二
）

品
質
構
造

構
造
は
、
頭
体
幹
部
は
両
足
先
お
よ
び
足
�
を
含
ん
で
広
葉
樹
の
一
材
（
サ

ク
ラ
か
）
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
は
ほ
ど
こ
さ
な
い
。
木
心
は
左
後
方
に
遠
く
外

す
。
両
眼
を
彫
出
し
、
瞳
を
一
段
高
く
彫
り
あ
ら
わ
す
。
白
毫
の
周
縁
を
一
条

の
細
い
線
を
残
し
て
浅
く
彫
り
下
げ
る
。
両
手
先
に
別
材
を
矧
ぐ
。
像
底
﹇
図

11
﹈
を
左
右
端
か
ら
中
心
部
に
向
か
っ
て
浅
く
彫
り
込
む
。

台
座
は
蓮
肉
、
敷
茄
子
、
華
盤
お
よ
び
蘂
、
反
花
、
下
框
が
各
一
材
製
。
上

框
は
六
方
に
別
材
を
矧
ぎ
寄
せ
る
。
全
体
に
赤
褐
色
を
塗
る
。

光
背
は
透
か
し
彫
り
の
頭
光
お
よ
び
周
縁
部
が
各
一
材
製
の
漆
箔
仕
上
げ
で
、

身
光
は
光
脚
を
含
め
て
一
材
製
で
素
地
仕
上
げ
で
あ
る
。

像
の
表
面
は
い
ま
油
煙
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
黒
色
に
お
お
わ
れ
る
が
、
素
地

の
上
に
染
料
ま
た
は
漆
を
用
い
て
赤
褐
色
に
仕
上
げ
て
い
た
こ
と
が
各
所
の
痕

跡
か
ら
わ
か
り
、
白
目
は
白
色
、
唇
は
赤
、
頭
髪
は
青
と
す
る
。
肉
髻
珠
、
白

30
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毫
、
耳
孔
に
各
水
晶
を
嵌
入
す
る
。
両
耳
孔
に
嵌
入
し
た
水
晶
の
下
方
、
両
手

先
の
矧
目
、
両
肩
半
ば
か
ら
背
面
頸
部
に
か
け
て
の
衲
衣
の
折
り
返
し
に
各
木

屎
漆
を
盛
り
、
頭
髪
に
も
木
屎
漆
を
薄
く
置
い
た
上
に
彩
色
を
ほ
ど
こ
す
。
ま

た
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
近
赤
外
線
撮
影
に
よ
っ
て
眉
（
上
下
二

段
に
描
き
分
け
る
）、
上
下
瞼
、
瞳
、
口
髭
、
顎
鬚
を
墨
ま
た
は
彩
色
で
描
く
こ
と

が
判
明
す
る
﹇
図
8
﹈。
な
お
、
一
部
で
存
在
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
（
8
）像
表
面
の
截

金
文
様
は
見
出
さ
れ
な
い
。

（
三
）

保
存
状
態

本
像
は
概
し
て
良
好
な
保
存
状
態
を
保
っ
て
い
る
が
、
両
手
先
は
後
補
と
さ

れ
て
き
た
（
9
）。
し
か
し
、
そ
の
造
形
や
赤
褐
色
を
呈
す
る
表
面
は
頭
体
幹
部
の
そ

れ
と
通
じ
、
か
つ
原
像
が
も
つ
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
両
掌
の
運
命
線
が
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
。
原
像
の
運
命
線
が
第
三
指
の
先
端
ま
で
達
す
る
の
に
対
し
、
本

像
の
そ
れ
は
第
三
指
の
付
け
根
あ
た
り
で
線
が
止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
差
異
が

あ
る
も
の
の
、
原
像
の
特
徴
を
一
応
理
解
し
て
の
所
為
と
考
え
ら
れ
（
10
）、
両
手
が

補
わ
れ
る
際
に
運
命
線
の
刻
出
に
ま
で
意
が
及
ん
だ
と
も
思
い
難
い
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
両
手
先
は
当
初
と
判
断
す
る
。

先
述
の
と
お
り
、
両
手
先
の
矧
目
、
頭
髪
、
両
耳
孔
の
水
晶
下
方
、
両
肩
か

ら
背
面
頸
部
に
か
け
て
の
衲
衣
の
折
り
返
し
に
木
屎
漆
が
認
め
ら
れ
る
が
、
頭

髪
以
外
は
後
補
と
考
え
ら
れ
る
。
手
先
矧
目
の
そ
れ
は
、
い
ず
れ
か
の
時
期
に

手
先
が
脱
落
し
た
際
、
ま
た
は
脱
落
が
懸
念
さ
れ
付
さ
れ
た
も
の
で
、
水
晶
下

方
の
そ
れ
も
修
理
の
際
に
水
晶
の
脱
落
を
防
ぐ
、
ま
た
は
脱
落
し
た
水
晶
を
再

度
固
定
す
る
た
め
に
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
両
肩
半
ば
か
ら
背
面
に
か
け
て

あ
ら
わ
さ
れ
た
衲
衣
の
折
り
返
し
に
つ
い
て
は
、
原
像
が
頸
部
の
周
囲
を
覆
う

通
肩
の
着
衣
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
背
面
に
お
い
て
折
り
返
し
を
あ
ら
わ

さ
ず
、
不
合
理
な
着
衣
形
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
原
像
の

諸
特
徴
を
き
わ
め
て
忠
実
に
写
す
本
像
の
作
者
が
そ
れ
を
見
落
と
す
と
は
思
わ

れ
ず
、
ま
た
文
化
庁
像
で
も
あ
ら
わ
さ
れ
な
い
こ
と
も
併
せ
考
え
る
と
、
こ
れ

も
修
理
に
際
し
て
不
合
理
な
着
衣
形
式
を
あ
ら
た
め
る
た
め
に
付
さ
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
（
11
）。

光
背
は
、
弧
線
を
連
ね
た
輪
郭
を
有
す
る
素
地
仕
上
げ
の
身
光
な
ら
び
に
光

脚
が
当
初
で
、
頭
光
お
よ
び
周
縁
部
は
後
補
で
あ
る
。
台
座
は
、
蓮
弁
等
の
別

材
に
割
損
ま
た
は
割
損
し
た
箇
所
に
対
す
る
修
理
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
も
の

の
、
後
補
さ
れ
る
部
位
は
見
当
た
ら
ず
、
完
好
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
。

二

形
姿
の
特
色

（
一
）

原
像
に
準
拠
す
る
諸
表
現

本
像
は
原
像
を
き
わ
め
て
忠
実
に
写
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
具
体

的
に
ど
の
部
分
で
そ
う
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
杉
﨑
貴
英
氏
は
、
富
山
・
薬
勝

寺
の
清
凉
寺
式
釈
迦
像
と
本
像
お
よ
び
文
化
庁
像
の
計
三
軀
の
細
部
表
現
を
比

較
し
、
薬
勝
寺
像
の
高
い
模
倣
度
を
明
ら
か
に
し
た
（
12
）。
本
稿
で
も
こ
の
方
法
に

則
り
、
本
像
に
お
い
て
原
像
に
依
拠
し
た
、
ま
た
は
そ
う
と
み
ら
れ
る
諸
表
現

を
列
挙
し
、
必
要
に
応
じ
て
文
化
庁
像
、
薬
勝
寺
像
と
の
比
較
を
行
い
、
そ
の

模
倣
度
を
確
認
し
た
い
。

そ
の
前
に
二
軀
の
概
要
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
（
13
）。
文
化
庁
像
は
像
高
九

六
・
六
㎝
を
測
り
、
カ
ヤ
と
思
し
き
針
葉
樹
材
製
の
割
矧
造
と
み
ら
れ
、
素
地

に
赤
褐
色
を
塗
る
が
、
い
ま
黒
褐
色
を
呈
す
る
古
色
に
覆
わ
れ
、
こ
れ
と
そ
の

上
に
あ
る
金
泥
に
よ
る
文
様
は
と
も
に
後
補
と
み
ら
れ
る
。
旧
蔵
の
常
楽
院
は

十
三
世
紀
の
前
半
、
仏
師
院
賢
が
所
領
を
寄
進
し
て
開
い
た
仁
和
寺
の
一
院
で
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あ
り
、
銘
記
等
は
知
ら
れ
な
い
も
の
の
本
像
も
院
賢
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
（
14
）。
以
前
か
ら
Ｘ
線
撮
影
に
よ
り
像
内
に
納
入
品
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
保
存
修
理
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
取
り
出
さ
れ
、
そ

の
う
ち
の
納
入
品
目
録
に
明
恵
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
造
立
に
際
し
て
同

人
の
直
接
的
な
関
与
が
あ
っ
た
可
能
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
15
）。

薬
勝
寺
像
は
像
高
四
九
・
七
㎝
を
測
り
、
針
葉
樹
材
製
と
み
ら
れ
、
素
地
に

赤
褐
色
を
塗
っ
た
上
に
截
金
で
文
様
を
あ
ら
わ
す
。
長
く
鎌
倉
時
代
後
期
と
さ

れ
て
き
た
が
、
杉
﨑
氏
は
そ
の
忠
実
な
模
倣
度
か
ら
制
作
年
代
が
鎌
倉
前
期
に

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
推
定
し
、
ま
た
江
戸
時
代
に
入
り
和
歌
山
市
栗
栖
に
所
在

す
る
幡
隆
寺
か
ら
移
入
さ
れ
た
経
緯
も
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

①
彫
り
あ
ら
わ
し
た
頭
髪
の
上
に
、
木
屎
漆
を
薄
く
盛
っ
て
彩
色
を
ほ
ど
こ
す

図14 釈迦如来立像 正面 文化庁

図16 同 頭部正面

図15 同 背面
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（
原
像
の
頭
髪
は
、
練
物
と
称
さ
れ
る
鉱
物
質
の
粉
を
漆
で
練
っ
た
と
み
ら
れ
る
ペ

ー
ス
ト
状
の
も
の
で
塑
形
す
る
。
文
化
庁
像
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
薬
勝
寺
像
は
不
詳
）。

②
頭
髪
が
背
面
で
人
字
形
を
な
す
。

③
瞳
を
白
目
よ
り
一
段
高
く
彫
出
す
る
（
二
軀
と
も
同
様
。
原
像
は
鉱
物
質
の
異
材

を
嵌
入
す
る
）。

④
眉
は
、
両
目
尻
の
真
上
あ
た
り
を
ピ
ー
ク
と
し
、
眉
尻
へ
と
向
か
っ
て
急
激

に
下
が
る
。

⑤
上
瞼
が
眼
球
の
形
状
と
対
応
す
る
よ
う
に
丸
く
膨
ら
む
（
二
軀
と
も
に
丸
み
が

減
じ
ら
れ
て
い
る
）。

⑥
長
い
頬
に
ほ
う
れ
い
線
を
刻
み
、
人
中
が
深
く
鼻
下
の
長
い
顔
立
ち
（
二
軀

と
も
に
踏
襲
さ
れ
る
が
、
西
明
寺
像
が
最
も
原
像
に
近
い
）。

⑦
両
耳
孔
に
水
晶
を
嵌
入
す
る
（
文
化
庁
像
は
彫
出
。
薬
勝
寺
像
は
脱
落
し
て
失
わ

れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
（
16
））。

⑧
墨
描
に
よ
る
口
髭
の
曲
線
を
多
用
し
た
形
状
（
原
像
は
練
物
を
薄
く
盛
っ
て
あ

ら
わ
す
。
二
軀
は
と
も
に
口
髭
の
存
在
は
報
告
さ
れ
な
い
）。

⑨
三
道
の
う
ち
最
上
段
分
が
頭
部
と
頸
部
の
境
目
に
到
達
し
て
い
る
。

⑩
頸
部
の
下
方
に
、
三
道
と
は
別
に
下
向
き
の
弧
線
を
陰
刻
す
る
（
薬
勝
寺
像
も

同
様
。
文
化
庁
像
に
は
あ
ら
わ
さ
れ
な
い
）。

⑪
上
半
身
の
衣
文
は
、
胸
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て
は
Ｕ
字
状
に
あ
ら
わ
さ
れ
、

股
付
近
か
ら
下
方
に
向
か
っ
て
間
隔
が
狭
く
な
る
の
に
従
い
Ｖ
字
状
を
呈
す

る
（
薬
勝
寺
像
も
同
様
。
文
化
庁
像
は
Ｕ
字
状
を
保
つ
）。

⑫
⑪
の
Ｖ
字
状
の
衣
文
の
下
、
大
腿
部
の
付
け
根
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
左
右
各
一

条
の
茶
杓
状
の
衣
文
（
薬
勝
寺
像
も
同
様
。
文
化
庁
像
は
右
一
条
の
み
あ
ら
わ
す
）。

⑬
屈
し
た
両
肘
の
辺
り
に
表
さ
れ
る
茶
杓
状
の
衣
文
。

⑭
側
面
観
に
お
い
て
、
肩
か
ら
裙
に
か
け
て
の
体
の
線
が
真
っ
す
ぐ
下
り
る

（
文
化
庁
像
は
肩
周
り
に
自
然
な
丸
み
を
つ
け
、
肩
以
下
の
線
に
も
微
妙
な
抑
揚
を

つ
け
る
。
薬
勝
寺
像
は
不
詳
）。

⑮
両
大
腿
部
に
お
い
て
茶
杓
状
の
衣
文
を
左
右
互
い
違
い
に
あ
ら
わ
し
、
膝
部

か
ら
衲
衣
末
端
に
か
け
て
は
Ｕ
字
形
の
衣
文
を
刻
む
（
西
明
寺
像
が
原
像
に
最

も
近
く
、
ほ
か
二
軀
は
と
も
に
原
像
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
構
成
を
と
る
が
、
薬
勝

寺
像
の
ほ
う
が
原
像
に
近
い
）。

⑯
上
下
二
段
あ
ら
わ
さ
れ
る
裙
の
う
ち
、
上
段
の
衣
文
は
Ｚ
字
に
近
い
左
右
互

い
違
い
の
茶
杓
状
、
下
段
分
は
Ｕ
字
状
と
す
る
（
薬
勝
像
も
同
様
。
文
化
庁
像

は
い
ず
れ
も
Ｕ
字
状
に
あ
ら
わ
す
）。

⑰
衲
衣
背
面
の
縁
の
線
が
わ
ず
か
に
左
か
ら
右
へ
向
か
っ
て
斜
め
に
上
が
る

（
文
化
庁
像
は
水
平
を
保
つ
。
薬
勝
寺
像
は
不
詳
）。

こ
の
う
ち
②
、
③
、
④
、
⑨
、
⑬
は
三
像
で
お
お
む
ね
共
通
し
、
他
の
模
像

に
も
お
い
て
も
し
ば
し
ば
踏
襲
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
が
、
西
明
寺
像
ほ
ど
多
く

の
点
に
お
い
て
原
像
に
準
拠
す
る
表
現
が
指
摘
で
き
る
例
は
な
く
、
か
つ
そ
れ

ぞ
れ
の
模
倣
度
は
極
め
て
高
い
。
と
く
に
⑩
〜
⑫
は
西
明
寺
像
と
薬
勝
寺
像
以

外
の
清
凉
寺
式
釈
迦
像
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
⑤
は
西
明
寺
像
の
作
者
が
原
像
の

立
体
と
し
て
の
特
徴
を
的
確
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
①
も

練
物
を
用
い
て
成
形
す
る
原
像
を
意
識
し
た
表
現
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の

よ
う
に
西
明
寺
像
は
正
面
の
み
な
ら
ず
側
面
や
背
面
の
そ
れ
ぞ
れ
細
部
に
及
ぶ

原
像
と
の
一
致
を
み
せ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
前
期
と
い
う
従
来
引
き
継
が
れ
て

き
た
年
代
観
は
妥
当
と
い
え
る
。

一
方
、
原
像
と
乖
離
の
あ
る
特
徴
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
第
一
に

表
面
の
仕
上
げ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
像
は
表
面
を
赤
褐
色
に
塗
る
が
、
原
像
は

剝
落
が
多
い
も
の
の
衲
衣
の
表
に
赤
色
、
裏
に
青
、
裙
に
緑
が
か
っ
た
青
を
塗
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り
、
肉
身
に
金
箔
を
ほ
ど
こ
し
、
さ
ら
に
衲
衣
の
彩
色
の
上
に
は
截
金
で
文
様

を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
17
）。
赤
褐
色
仕
上
げ
と
す
る
の
は
、
原
像
が
赤
栴

檀
を
用
い
て
造
ら
れ
た
と
の
伝
承
に
基
づ
く
所
為
と
思
わ
れ
、
常
楽
院
像
や
薬

勝
寺
像
も
像
表
面
を
赤
褐
色
に
塗
る
点
こ
そ
本
像
と
共
通
す
る
が
、
後
者
に
は

原
像
に
準
拠
し
た
截
金
文
様
が
見
出
さ
れ
て
い
る
（
18
）。
本
像
の
よ
う
に
忠
実
な
模

刻
が
截
金
文
様
の
模
倣
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
に
は
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
そ

の
痕
跡
す
ら
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
当
初
よ
り
ほ
ど
こ
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。第

二
に
、
奥
健
夫
氏
が
指
摘
す
る
原
像
の
両
足
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
膝
蓋
骨
の

わ
ず
か
な
隆
起
で
あ
る
（
19
）。
文
化
庁
像
で
は
衣
文
の
な
い
箇
所
と
し
て
処
理
し
て

お
り
、
氏
は
同
像
の
作
者
が
仕
上
げ
の
段
階
ま
で
原
像
を
直
接
見
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
推
測
す
る
。
本
像
も
両
足
の
当
該
部
分
に
隆
起
を
あ
ら
わ
し
て
い
な

い
も
の
の
、
茶
杓
状
で
は
な
い
峰
の
低
い
衣
文
を
そ
れ
ぞ
れ
一
条
刻
ん
で
お
り
、

原
像
の
そ
れ
を
作
者
な
り
に
解
釈
し
た
表
現
と
も
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
水
晶
製
の
白
毫
の
周
縁
に
細
い
線
を
彫
り
残
し
て
こ
れ
を
括
り
、

浅
く
彫
り
下
げ
る
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
巖

松
院
像
を
除
き
、
管
見
の
限
り
で
は
鎌
倉
時
代
の
清
凉
寺
式
釈
迦
像
に
見
出
さ

れ
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
原
像
の
白
毫
は
雲
に
乗
る
如
来
坐
像
を
打
ち
出

し
た
銀
板
を
か
ぶ
せ
て
い
る
が
、
文
化
庁
像
の
白
毫
は
、
如
来
坐
像
こ
そ
あ
ら

わ
さ
れ
な
い
も
の
の
同
種
の
銀
色
を
呈
し
（
20
）、
模
倣
表
現
の
ひ
と
つ
と
捉
え
ら
れ

る
。
西
明
寺
像
に
通
じ
る
表
現
を
強
い
て
探
す
と
、
天
台
宗
寺
門
派
の
僧
隆
明

（
一
〇
二
〇
〜
一
一
〇
四
）
が
、
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
嵯
峨
釈

迦
堂
別
当
の
在
任
中
に
造
像
さ
せ
た
と
い
う
京
都
・
三
室
戸
寺
像
が
注
意
さ
れ

る
。
同
像
は
白
毫
に
如
来
坐
像
を
陰
刻
し
た
銀
板
を
嵌
め
る
が
、
こ
の
周
縁
に

や
は
り
銀
製
と
み
ら
れ
る
覆
輪
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
本
像
や
三
室
戸
寺
像
に

み
る
白
毫
を
括
る
表
現
は
、
原
像
の
面
貌
を
拝
し
た
際
、
そ
の
大
き
さ
故
に
と

り
わ
け
印
象
的
で
あ
る
白
毫
の
存
在
に
近
づ
け
る
よ
う
意
図
し
た
も
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
想
像
の
域
を
出
な
い
。

（
二
）

一
尺
六
寸
の
法
量
―
貞
慶
・
明
恵
と
の
接
点
―

も
う
ひ
と
つ
原
像
と
異
な
る
要
素
と
し
て
、
像
高
一
尺
七
寸
、
髪
際
高
約
一

尺
六
寸
を
測
る
法
量
が
挙
げ
ら
れ
る
。
清
凉
寺
式
釈
迦
像
の
法
量
は
、
そ
の
多

く
が
原
像
と
同
じ
五
尺
程
度
を
基
本
と
し
、
し
だ
い
に
三
尺
程
度
、
す
な
わ
ち

五
尺
の
約
半
分
を
志
向
し
た
例
も
認
め
ら
れ
る
が
（
21
）、
本
像
は
模
刻
の
な
か
で
も

ひ
と
き
わ
小
さ
な
部
類
に
入
る
。
本
像
以
外
で
像
高
ま
た
は
髪
際
高
で
一
尺
六

寸
程
度
を
測
る
清
凉
寺
式
釈
迦
像
は
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る（
以
下
す
べ
て
単
位
㎝
（
22
））。

・
岐
阜
・
即
心
院
釈
迦
如
来
立
像
（
23
）

文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
覚
円
作
。
像
高
五
二
・
二
（
一
尺
七
寸
二
分
）、
髪
際

高
四
八
・
八
（
一
尺
六
寸
一
分
）。

・
富
山
・
薬
勝
寺
釈
迦
如
来
立
像
（
24
）

鎌
倉
時
代
。
像
高
四
九
・
七
（
一
尺
六
寸
四
分
）、
髪
際
高
不
詳
。

・
京
都
・
聖
光
寺
釈
迦
如
来
立
像
（
25
）

鎌
倉
〜
室
町
時
代
。
像
高
五
一
・
五
（
一
尺
六
寸
九
分
）、
髪
際
高
不
詳
。

・
京
都
・
巖
松
院
釈
迦
如
来
立
像
（
26
）

江
戸
時
代
。
像
高
五
一
・
六
（
一
尺
七
寸
）、
髪
際
高
四
八
・
一
（
一
尺
五
寸
八

分
）。

・
大
阪
・
獅
子
窟
寺
釈
迦
如
来
立
像
（
27
）

江
戸
時
代
。
像
高
五
一
・
二
（
一
尺
六
寸
八
分
）、
髪
際
高
不
詳
。

・
東
京
・
西
照
寺
釈
迦
如
来
立
像
（
28
）

34
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江
戸
時
代
。
像
高
五
一
・
五
（
一
尺
六
寸
九
分
）、
髪
際
高
不
詳
。

こ
の
う
ち
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
、
即
心
院
像
、
薬
勝
寺
像
、
推

定
作
品
で
は
あ
る
が
聖
光
寺
像
の
三
軀
が
挙
げ
ら
れ
、
清
凉
寺
式
釈
迦
像
の
中

で
は
少
数
派
で
は
あ
る
も
の
の
、
当
該
期
に
お
い
て
一
定
の
広
ま
り
を
み
せ
た

法
量
と
い
え
る
。

ま
た
清
凉
寺
式
で
は
な
い
も
の
の
、
一
尺
六
寸
程
度
を
測
る
釈
迦
像
は
以
下

が
挙
げ
ら
れ
る
（
29
）。

・
京
都
・
峰
定
寺
釈
迦
如
来
立
像
（
30
）

正
治
元
年
（
一
一
九
九
）。
像
高
五
一
・
四
（
一
尺
六
寸
九
分
）、
髪
際
高
四
七
・

七
（
一
尺
五
寸
七
分
）。

・
奈
良
・
東
大
寺
釈
迦
如
来
坐
像
（
31
）

嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
善
円
作
。
像
高
二
九
・
二
（
九
寸
六
分
五
厘
）、
髪
際

高
二
四
・
三
（
八
寸
）。

峰
定
寺
像
は
、
像
内
納
入
品
か
ら
正
治
元
年
に
丹
波
入
道
（
藤
原
盛
実
）
を
施

主
と
し
て
、
解
脱
房
貞
慶
（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
）
ほ
か
結
縁
者
の
関
与
の
も

と
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
32
）。
東
大
寺
像
は
、
像
底
の
墨
書
お
よ
び
像

内
納
入
品
に
よ
り
、
嘉
禄
元
年
に
僧
覚
澄
が
母
の
極
楽
上
往
生
の
た
め
発
願
し
、

海
住
山
寺
に
お
い
て
仏
師
善
円
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
翌
二
年
に
明
恵
が
栂
尾
に

お
い
て
開
眼
供
養
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
覚
澄
は
納
入
品
に
よ
り
貞
慶
が
再

興
し
た
海
住
山
寺
十
輪
院
に
当
時
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
『
円
照

上
人
行
状
』
巻
上
に
よ
っ
て
東
大
寺
知
足
院
の
戒
如
の
弟
子
で
、
貞
慶
の
孫
弟

子
に
あ
た
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
史
料
上
に
の
み
知
ら
れ
る
例
で
は
、
貞
慶
に
よ
っ
て
建
久
九

年
（
一
一
九
八
）
に
笠
置
寺
十
三
重
塔
に
安
置
さ
れ
た
「
皆
金
色
一
尺
六
寸
釈
迦

如
来
像
」
が
挙
げ
ら
れ
（
33
）、
ま
た
同
人
は
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
十
二
月
、
中
川

寺
地
蔵
院
（
廃
絶
）
の
金
色
一
尺
六
寸
釈
迦
像
の
勧
進
文
を
執
筆
し
て
い
る
（
34
）。

さ
ら
に
、
清
凉
寺
の
傍
ら
に
住
し
た
嵯
峨
念
仏
坊
が
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
に

造
立
し
た
釈
迦
像
（
像
容
不
明
（
35
））
は
、
そ
の
願
文
中
に
「
以
一
尺
六
寸
之
製
、
擬

一
丈
六
尺
之
像
」
と
あ
り
、
一
尺
六
寸
と
い
う
法
量
に
は
丈
六
に
な
ぞ
ら
え
る

意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

杉
﨑
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
こ
れ
ら
を
通
覧
す
る
と
貞
慶
、
ま
た
は
周
辺

人
物
に
よ
る
一
尺
六
寸
の
釈
迦
像
の
造
立
例
が
多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
（
36
）。

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
貞
慶
が
明
恵
と
の
交
流
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ

と
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
近
世
地
誌
や
文
化
庁
像
旧
蔵
の
常
楽
院
の
伝
え
に

お
い
て
明
恵
の
作
と
語
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

貞
慶
と
明
恵
の
面
会
は
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
や
『
春
日
御
託
宣
記
』
で
語

ら
れ
て
い
る
（
37
）。
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
二
月
二
十
七
日
、
明
恵
は
笠
置
寺
に
お

い
て
貞
慶
と
出
会
い
、
翌
日
貞
慶
が
秘
蔵
し
て
い
た
仏
舎
利
を
伝
授
さ
れ
る
が
、

明
恵
は
同
月
二
十
六
日
に
春
日
大
社
を
詣
で
た
際
、
こ
の
こ
と
を
暗
示
す
る
夢

を
見
て
い
た
。
明
恵
は
ふ
た
た
び
春
日
社
を
詣
で
、
貞
慶
伝
授
の
舎
利
を
釈
迦

如
来
の
御
身
と
も
、
春
日
大
明
神
の
御
形
見
と
も
感
じ
て
祈
念
し
た
と
こ
ろ
、

春
日
大
明
神
が
舎
利
に
入
っ
た
よ
う
な
体
験
を
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
説
話

が
ど
こ
ま
で
史
実
を
伝
え
る
か
は
慎
重
を
要
す
る
が
、
貞
慶
と
明
恵
は
釈
迦
信

仰
と
春
日
信
仰
を
同
時
に
有
す
る
点
で
共
通
し
、
ま
た
諸
記
録
に
お
い
て
実
際

に
交
流
し
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
（
38
）。
明
恵
は
同
年
正
月
に
春
日
神
よ
り
下
さ

れ
た
託
宣
に
よ
り
、
目
指
し
て
い
た
天
竺
へ
の
渡
航
を
断
念
し
て
い
る
が
、
貞

慶
と
の
出
会
い
は
自
身
の
釈
迦
信
仰
に
新
た
な
展
開
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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興
味
深
い
の
は
、
明
恵
は
貞
慶
と
の
面
会
の
翌
年
に
あ
た
る
元
久
元
年
九
月

三
日
、
紀
州
よ
り
槙
尾
、
つ
ま
り
西
明
寺
の
存
す
る
地
に
移
住
し
て
い
る
こ
と

で
（
39
）、
早
く
田
中
重
久
氏
は
こ
れ
に
注
目
し
て
本
像
が
同
年
に
明
恵
に
よ
っ
て
造

立
さ
れ
た
と
推
測
し
、
杉
﨑
氏
も
そ
の
可
能
性
を
積
極
的
に
考
え
る
（
40
）。
も
ち
ろ

ん
こ
の
移
住
の
み
を
も
っ
て
本
像
に
対
す
る
明
恵
の
関
与
を
確
定
は
で
き
な
い

も
の
の
、
貞
慶
周
辺
で
一
尺
六
寸
の
釈
迦
像
が
造
立
さ
れ
る
の
も
元
久
元
年
を

相
前
後
す
る
時
期
で
あ
り
、
こ
う
し
た
同
人
の
釈
迦
像
造
立
の
あ
り
様
に
明
恵

が
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
法
量
と
い
う
観
点
か
ら

も
田
中
・
杉
﨑
両
氏
の
推
測
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

明
恵
に
は
清
凉
寺
式
釈
迦
像
を
造
立
し
た
確
か
な
事
績
が
知
ら
れ
な
い
が
、

文
化
庁
像
の
像
内
納
入
品
か
ら
明
恵
造
立
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
先

述
の
と
お
り
で
あ
る
。
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
の
清
凉
寺
火
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
本
尊
を
そ
の
翌
年
に
快
慶
が
修
理
す
る
が
、
そ
の
背
景
に
明
恵
に
よ
る

勧
進
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
41
）の
も
、
同
人
の
清
凉
寺
像
に
対
す
る
関
心
を
示
唆
し

て
い
る
。

西
明
寺
像
は
広
葉
樹
材
製
で
あ
る
の
に
対
し
文
化
庁
像
は
針
葉
樹
材
製
と
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
同
木
に
よ
る
造
立
と
の
伝
承
を
信
ず
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
両
者
と
も
原
像
の
高
い
模
倣
度
を
備
え
る
こ
と

こ
そ
重
要
で
あ
る
。
奥
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
両
像
の
大
き
さ
は
「
い
ず
れ
も
短

期
間
で
釈
迦
堂
内
で
原
像
を
写
す
の
に
適
し
た
大
き
さ
」
で
あ
り
、
常
楽
院
は

仁
和
寺
の
一
院
で
清
凉
寺
は
当
時
仁
和
寺
末
で
あ
っ
た
こ
と
も
併
せ
考
え
る
と
、

文
化
庁
像
は
堂
内
で
原
像
を
前
に
作
業
を
行
う
条
件
が
整
っ
て
い
た
（
42
）。
少
な
く

と
も
彫
刻
表
現
と
い
う
面
で
は
文
化
庁
像
を
も
超
え
る
ほ
ど
の
模
倣
度
を
備
え

る
本
像
も
、
作
者
は
像
を
眼
前
に
模
刻
を
行
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、

そ
れ
を
可
能
に
し
た
人
物
と
し
て
明
恵
は
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

結
び
に
か
え
て
―
近
世
戒
律
復
興
と
西
明
寺
像
の
模
刻
―

本
像
は
原
像
の
形
姿
を
最
も
忠
実
に
写
す
像
と
し
て
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
造
立
か
ら
四
百
年
ほ
ど
経
っ
た
江
戸
時
代
、
近
世
戒
律
復
興
を
担
っ
た

人
び
と
に
よ
り
そ
の
写
し
が
造
ら
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
冒
頭
で
触
れ
た

よ
う
に
筆
者
は
す
で
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の

後
訂
正
す
べ
き
、
あ
る
い
は
追
記
す
べ
き
事
項
に
気
づ
か
さ
れ
た
た
め
、
前
稿

と
重
な
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

巖
松
院
に
伝
わ
っ
た
釈
迦
如
来
像
﹇
図
17
〜
19
﹈
は
、
左
足
�
外
側
の
刻
書

お
よ
び
台
座
心
棒
上
面
の
墨
書
﹇
図
20
﹈
に
よ
り
、
西
明
寺
出
身
の
律
僧
良
恵

元
如
（
生
年
不
詳
〜
一
六
九
〇
（
43
））
の
関
与
に
よ
り
造
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
、

ま
た
そ
の
形
姿
か
ら
西
明
寺
像
の
忠
実
な
写
し
―
そ
れ
は
白
毫
を
括
る
表
現
に

も
及
ぶ
―
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

巖
松
院
像
は
、
明
忍
ひ
い
て
は
西
明
寺
出
身
の
律
僧
た
ち
が
叡
尊
教
団
の
実

践
に
倣
っ
て
活
動
し
た
こ
と
を
仏
像
制
作
の
面
か
ら
裏
付
け
る
。
明
忍
は
西
明

寺
を
再
興
す
る
以
前
、
叡
尊
の
戒
律
復
興
を
先
例
と
し
て
西
大
寺
で
学
び
、
志

を
同
じ
く
し
た
友
尊
僧
全
や
慧
雲
蓼
海
と
も
に
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
高
山

寺
に
お
い
て
好
相
を
得
て
自
誓
受
戒
を
遂
げ
た
。
自
誓
受
戒
と
は
『
梵
網
経
』

に
定
め
ら
れ
る
規
定
で
、
戒
を
授
け
る
責
任
者
で
あ
る
戒
和
上
が
い
な
い
と
き
、

仏
像
の
前
で
受
戒
す
る
こ
と
を
い
い
、
同
経
に
お
い
て
受
戒
者
は
仏
像
の
前
で

懺
悔
を
し
、
好
相
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
説
く
。
叡
尊
は
こ
れ
に
基
づ
き
嘉
禎

二
年
（
一
二
三
六
）
八
月
二
十
七
日
に
同
寺
戒
禅
院
で
好
相
を
得
て
お
り
、
東
大

寺
羂
索
院
（
法
華
堂
）
に
お
い
て
自
誓
受
戒
し
た
こ
と
が
『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身

学
正
記
』
に
記
さ
れ
る
。
松
岡
久
美
子
氏
は
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
作
の
西

大
寺
叡
尊
坐
像
に
納
入
の
『
自
誓
受
戒
記
』
に
、
夢
で
拝
し
た
と
い
う
「
閻
浮

36
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第
一
之
霊
像
」
か
ら
叡
尊
の
得
た
好
相
を
清
凉
寺
像
と
推
測
し
、
西
大
寺
本
尊

造
立
の
契
機
に
な
っ
た
と
す
る
（
44
）。
さ
ら
に
長
岡
龍
作
氏
は
、
叡
尊
が
得
た
こ
の

好
相
が
大
仏
殿
で
の
祈
請
に
よ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
こ
と
が
清
凉
寺
釈
迦

像
に
対
し
東
大
寺
大
仏
（
毘
盧
遮
那
仏
）
の
化
身
と
の
認
識
を
叡
尊
が
持
っ
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、『
梵
網
経
』
に
お
い
て
毘
盧
遮
那
仏
の
化
身
の
釈
迦
が

大
乗
菩
薩
戒
を
説
く
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
叡
尊
教
団
で
は
菩
薩
戒
を
説
く
戒
師

と
し
て
多
数
の

清
凉
寺
式
釈
迦

像
が
造
ら
れ
た

と
考
え
た
（
45
）。
叡

尊
を
モ
デ
ル
と

し
た
明
忍
も
、

こ
う
し
た
叡
尊

教
団
の
模
像
制

作
の
意
図
を
理

解
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
西

大
寺
像
は
律
宗
寺
院
を
中
心
に
奈
良
・
唐
招
提
寺
像
や
千
葉
・
永
興
寺
像
な
ど

同
像
の
素
地
截
金
の
表
面
仕
上
げ
を
も
模
倣
し
た
清
凉
寺
式
釈
迦
像
を
生
み
、

律
宗
に
お
い
て
「
第
二
の
根
本
像
」
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
が
（
46
）、

近
世
の
西
明
寺
出
身
の
律
僧
に
と
っ
て
の
そ
れ
は
同
寺
本
尊
で
あ
っ
た
。
な
お
、

律
の
三
僧
房
の
ひ
と
つ
で
あ
る
野
中
寺
が
所
蔵
す
る
知
事
の
職
務
を
記
し
た

『
知
事
日
用
（
47
）』
に
は
、
自
誓
受
戒
を
望
む
沙
弥
は
、
僧
房
に
「
佛
菩
薩
明
王
何

れ
成
共
」
一
軀
を
本
尊
と
し
て
選
ん
で
安
置
し
、
好
相
を
感
得
す
る
ま
で
本
尊

を
前
に
し
て
一
人
で
懺
悔
勤
行
を
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
。
巖
松
院
像
は
こ

う
し
た
好
相
行
の
本
尊
と
し
て
造
ら
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

巖
松
院
像
の
ほ
か
に
も
西
明
寺
像
の
写
し
と
み
ら
れ
る
像
は
、
管
見
の
限
り

で
は
文
中
で
触
れ
た
獅
子
窟
寺
像
や
現
光
寺
像
が
知
ら
れ
る
。
獅
子
窟
寺
は
西

明
寺
出
身
の
光
影
堅
通
（
生
年
不
詳
〜
一
六
六
四
）
が
律
院
と
し
て
再
興
し
た
寺

院
で
あ
り
、
像
高
を
鑑
み
て
も
西
明
寺
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
詳
細

な
調
査
を
要
す
る
。
ま
た
現
光
寺
像
に
つ
い
て
は
、
光
背
表
面
に
「
南
無
釈
迦

図17 釈迦如来立像 正面 京都・巖松院

図19 同 頭部正面

図18 同 背面
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牟
尼
佛
／
比
丘
元
如
書
」、

裏
面
に
「
当
護
主

圓
明
是

空
」
の
刻
書
が
あ
る
。
同
像

は
像
高
三
五
・
九
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
と
西
明
寺
像
よ
り
も

さ
ら
に
低
く
、
ま
た
形
姿
も

原
像
、
西
明
寺
像
い
ず
れ
と

も
径
庭
が
あ
る
た
め
、
前
稿

で
は
元
如
が
造
像
に
関
わ
っ

た
か
の
判
断
を
保
留
し
た
が
、
造
立
当
初
の
光
背
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
る
以
上
、

何
ら
か
の
形
で
造
像
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
元
如

が
関
わ
っ
た
と
す
る
と
、
造
立
年
代
の
下
限
は
そ
の
没
年
で
あ
る
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
と
な
る
。
な
お
円
明
是
空
は
同
寺
が
所
蔵
す
る
肖
像
画
「
円
明
是

空
画
賛
」
と
同
一
人
物
と
み
ら
れ
る
が
（
48
）、
同
人
に
対
す
る
考
究
も
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

注（
1
）
西
明
寺
の
歴
史
お
よ
び
俊
正
明
忍
の
事
績
は
以
下
を
参
照
し
た
。
稲
城
信
子
『
日

本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』（
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果

報
告
書
）
二
〇
〇
四
年
三
月
。
高
松
世
津
子
「
近
世
戒
律
復
興
の
明
忍
と
了
性
―

そ
の
事
績
と
臨
終
瑞
相
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
伝
承
文
学
研
究
』
七
〇
、
二
〇
二
一
年

八
月
。

（
2
）
淺
湫
毅
「
釈
迦
如
来
立
像

文
化
庁
」（
解
説
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
国
宝

鳥

獣
戯
画

京
都
高
山
寺
の
至
宝
』（
展
覧
会
図
録
）、
二
〇
一
五
年
四
月
。
奥
健
夫

「
清
凉
寺
式
釈
迦
像
雑
記
」、
同
『
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
』（
日
本
の
美
術
五
一
三
）、

至
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
二
月
。
後
、
同
「
清
凉
寺
釈
迦
像
の
受
容
史
―
鎌
倉
時
代

を
中
心
に
―
」
同
『
仏
教
彫
像
の
制
作
と
受
容
―
平
安
時
代
を
中
心
に
―
』
中
央

公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
年
六
月
に
所
収
。

（
3
）
田
中
重
久
『
別
尊
京
都
仏
像
図
説
』
臼
井
書
房
、
一
九
四
三
年
一
月
。
同
「
清
凉

寺
釈
迦
檀
像
様
説
―
付

さ
が
式
釈
迦
像
と
論
文
の
略
年
表
・
分
布
一
覧
表
」

『
仏
教
芸
術
』
七
四
、
一
九
七
〇
年
二
月
。
根
立
研
介
「
釈
迦
如
来
立
像
」（
解

説
）
久
野
健
編
『
日
本
の
仏
像
〈
京
都
〉』（
仏
像
集
成
三
）、
学
生
社
、
一
九
八
六

年
二
月
。
杉
﨑
貴
英
「
射
水
市
薬
勝
寺
の
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
を
め
ぐ
る
予
備

的
考
察
」『
富
山
史
壇
』
一
五
七
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
。

（
4
）
内
藤
航
「
近
世
戒
律
復
興
に
お
け
る
清
凉
寺
式
釈
迦
像
造
立
の
意
義
―
京
都
・
巖

松
院
釈
迦
如
来
像
の
調
査
報
告
と
序
論
的
考
察
―
」
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
聖
地

南
山
城
―
奈
良
と
京
都
を
結
ぶ
祈
り
の
至
宝
―
』（
展
覧
会
図
録
）、
二
〇
二
三
年

七
月
。

（
5
）
令
和
五
年
五
月
十
九
日
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
山
口
隆
介
氏
と
筆
者
で
行
っ
た
。

（
6
）
そ
の
ほ
か
の
法
量
は
以
下
の
と
お
り
（
単
位
㎝
）。

本
体

総

高

九
一
・
一

頂
―
顎

九
・
五

面

長

五
・
七

耳

張

六
・
六

面

幅

五
・
四

胸

奥
（
右
）
六
・
〇

（
左
）
五
・
九

腹

奥

六
・
八

肘

張
一
三
・
五

足
先
開
（
外
）
九
・
一

（
内
）
四
・
〇

袖

張

一
二
・
七

裾

張

一
一
・
八

光
背

光
背
高

七
〇
・
五

同

幅

三
一
・
二

身
光
高
四
二
・
四

同

幅
二
〇
・
二

台
座

高
（
蓮
弁
）
二
〇
・
八

（
蓮
肉
）
二
〇
・
一

径
（
蓮
華
）

七
・
六

（
下
框
）
二
六
・
三

図20 同 台座心棒上面 墨書
（近赤外線撮影）
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（
7
）
原
像
の
流
雲
文
は
下
か
ら
上
へ
と
展
開
す
る
が
、
本
像
は
そ
の
逆
で
あ
り
、
そ
の

点
に
お
い
て
は
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
作
の
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
共
通
し
、

菊
葉
形
の
五
弁
を
主
と
す
る
光
脚
の
構
成
も
一
脈
通
じ
る
。

（
8
）
前
掲
注
2
奥
氏
論
文
。

（
9
）
前
掲
注
3
根
立
氏
解
説
。

（
10
）
清
凉
寺
式
釈
迦
像
に
お
け
る
運
命
線
の
刻
み
方
は
、
原
像
の
如
く
第
三
指
の
先
端

ま
で
ま
っ
す
ぐ
と
刻
む
も
の
（
奈
良
国
立
博
物
館
像
）、
点
線
の
よ
う
に
間
隔
を
空

け
て
刻
む
も
の
（
文
化
庁
像
）、
先
端
に
は
及
ば
な
い
が
途
中
ま
で
刻
む
も
の
（
本

像
）、
ま
っ
た
く
刻
ま
な
い
も
の
（
西
大
寺
像
）
と
い
っ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
認

め
ら
れ
る
。
本
像
や
文
化
庁
像
の
よ
う
な
忠
実
に
写
す
例
で
も
そ
の
刻
み
方
は
原

像
と
距
離
が
あ
り
、
逆
に
基
本
的
な
形
姿
の
要
素
を
抑
え
て
は
い
る
も
の
の
細
部

表
現
に
は
か
な
り
隔
た
り
の
あ
る
奈
良
国
立
博
物
館
像
で
は
、
原
像
と
同
程
度
の

長
さ
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
清
凉
寺
式
釈
迦
像
に
お
け
る
運
命
線
は
、

全
体
の
模
倣
の
忠
実
度
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
11
）
西
明
寺
像
の
忠
実
な
模
刻
で
あ
る
巖
松
院
像
も
衲
衣
の
折
り
返
し
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
修
理
に
際
し
て
の
追
加
と
い
う
想
定
が
正
し
け
れ
ば
、
巖
松
院
像
は
造
立

に
関
与
し
た
了
恵
元
如
が
西
明
寺
で
自
誓
受
戒
し
た
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
か

ら
没
年
の
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
の
間
の
造
立
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
前

に
追
加
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
巖
松
院
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
注
4
の
内
藤

論
文
参
照
。
な
お
西
明
寺
像
は
折
り
返
し
部
に
数
条
の
衣
文
を
階
段
状
に
あ
ら
わ

す
が
、
巖
松
院
像
は
こ
れ
も
彫
り
写
し
て
い
る
。

（
12
）
前
掲
注
3
杉
﨑
氏
論
文
。

（
13
）
文
化
庁
像
は
前
掲
注
2
の
淺
湫
氏
解
説
お
よ
び
奥
氏
論
文
を
参
照
し
た
ほ
か
、
小

林
和
華
子
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
平
成
二
十
三
・
二
十
四
年
度
の
美
術
院
に
よ
る
同

像
修
理
解
説
を
閲
覧
、
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
薬
勝
寺
像
は
注
3
の
杉
﨑
氏

論
文
を
参
照
し
た
。

（
14
）
京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
十
大
弟
子
像
の
う
ち
八
軀
は
こ
の
像
と
造
立
当
初

の
一
具
で
あ
る
が
、
そ
の
作
風
に
は
顕
著
な
院
派
風
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
掲

注
2
奥
氏
論
文
。

（
15
）
同
前
。

（
16
）
前
掲
注
3
杉
﨑
氏
論
文
。

（
17
）
前
掲
注
2
奥
氏
二
〇
〇
九
年
書
。

（
18
）
注
3
杉
﨑
氏
論
文
。

（
19
）
前
掲
注
2
奥
氏
論
文
。

（
20
）
注
13
の
修
理
解
説
で
は
、
銀
の
地
金
に
錫
メ
ッ
キ
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
と
推
定
す

る
。

（
21
）
岩
田
茂
樹
「
釈
迦
如
来
像

奈
良
国
立
博
物
館
」
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫

刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
十
一
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

〇
一
五
年
二
月
。
以
下
、
同
様
の
叢
書
を
掲
げ
る
際
は
適
宜
書
誌
情
報
を
省
略
す

る
。

（
22
）
抽
出
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
前
掲
注
3
田
中
氏
一
九
七
〇
年

論
文
お
よ
び
杉
﨑
氏
論
文
。

（
23
）
清
水
眞
澄
「
岐
阜
・
即
心
院
の
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
」『
仏
教
芸
術
』
二
六
〇
、

二
〇
〇
二
年
一
月
。
山
本
勉
「
釈
迦
如
来
像

即
心
院
」『
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉

時
代
造
像
銘
記
篇
九
、
二
〇
一
三
年
二
月
。
法
量
は
後
者
に
拠
っ
た
。

（
24
）
前
掲
注
3
杉
﨑
氏
論
文
。

（
25
）
前
掲
注
3
田
中
氏
一
九
七
〇
年
論
文
。
猪
川
和
子
「
西
国
の
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来

像

上
」『
美
術
研
究
』
三
二
四
、
一
九
八
三
年
六
月
。
前
掲
注
3
杉
﨑
氏
論
文
。

（
26
）
前
掲
注
4
内
藤
論
文
。
同
稿
の
際
に
は
髪
際
高
を
一
㎝
低
い
四
七
・
一
と
報
告
し

た
が
、
会
期
中
に
あ
ら
た
め
て
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
本
文
の
数
値
が
得
ら
れ
た
。

同
像
は
蓮
華
座
上
に
設
け
ら
れ
た
�
穴
に
本
体
両
足
か
ら
彫
出
し
た
�
を
挿
入
し

て
立
つ
が
、
別
材
を
矧
ぐ
両
足
先
の
接
合
が
ゆ
る
み
、
現
状
で
当
初
企
図
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
角
度
よ
り
も
前
傾
し
て
い
る
。
誤
っ
た
数
値
と
な
っ
た
の
は
像
が
前
傾

し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
い
ま
ま
筆
者
が
計
測
を
行
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の

場
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
、
本
文
の
と
お
り
訂
正
し
た
い
。

（
27
）
前
掲
注
3
田
中
氏
一
九
七
〇
年
論
文
。
氏
は
西
明
寺
像
と
の
像
高
の
近
似
を
指
摘

し
つ
つ
も
「
新
作
」
と
す
る
。

（
28
）
杉
並
区
教
育
委
員
会
編
『
杉
並
の
仏
像

1
』
一
九
七
六
年
三
月
（
改
訂
版
）。
本

像
の
存
在
に
つ
い
て
は
、「
聖
地

南
山
城
」
展
の
開
催
中
、
川
瀬
由
照
、
瀬
谷

貴
之
の
諸
氏
よ
り
相
次
い
で
教
示
を
受
け
た
。

（
29
）
以
下
を
参
照
し
た
。
杉
﨑
貴
英
「
峰
定
寺
釈
迦
如
来
像
造
立
小
考
―
造
立
を
め
ぐ

る
人
々
と
信
仰
背
景
の
構
成
―
」
津
田
徹
英
編
『
組
織
論
―
制
作
し
た
人
々
』〈
仏

教
美
術
論
集
六
〉
竹
林
舎
、
二
〇
一
六
年
六
月
。

（
30
）
井
上
一
稔
「
釈
迦
如
来
像

峰
定
寺
」『
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇

一
、
二
〇
〇
五
年
四
月
（
再
版
）。

（
31
）
田
邉
三
郎
助
「
釈
迦
如
来
像

東
大
寺
」『
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記

篇
四
、
二
〇
〇
六
年
二
月
。

（
32
）
前
掲
注
30
井
上
氏
解
説
。
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（
33
）
『
笠
置
寺
縁
起
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
八
三
、
寺
誌
部
一
）。

（
34
）
称
名
寺
聖
教
の
う
ち
『
讃
仏
乗
抄
』（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
称
名
寺
釈
迦
如

来
像
造
立
七
〇
〇
年
記
念

釈
迦
追
慕
』（
展
覧
会
図
録
）、
二
〇
〇
八
年
十
月
）。

前
掲
注
29
杉
﨑
氏
論
文
。

（
35
）
「
嵯
峨
念
仏
坊
於
往
生
院
修
善
文
」『
願
文
集
』（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
八
輯
上
）。

中
川
真
弓
「
嵯
峨
念
仏
房
関
係
願
文
考
―
『
菅
芥
集
』
所
収
願
文
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
中
世
文
学
』
五
〇
、
二
〇
〇
五
年
。

（
36
）
前
掲
注
3
杉
﨑
氏
論
文
。

（
37
）
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
解
脱
上
人
貞
慶
―
鎌
倉
仏
教
の
本
流
―
』（
展
覧
会
図
録
）、

二
〇
一
二
年
四
月
。

（
38
）
例
え
ば
、
明
恵
の
弟
子
高
信
の
編
纂
に
よ
る
和
歌
集
『
明
恵
上
人
集
』
に
は
、
時

期
不
明
な
が
ら
「
花
厳
善
知
識
の
ま
む
だ
ら
」
と
と
も
に
明
恵
が
貞
慶
に
贈
っ
た

和
歌
が
二
点
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
野
村
卓
美
氏
は
『
漢
文
明
恵
上
人
行
状
』
に
建

仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
一
月
に
明
恵
が
銘
を
付
し
た
「
善
知
識
曼
荼
羅
」
が
こ

れ
に
あ
た
り
、
こ
の
曼
荼
羅
と
和
歌
を
贈
っ
た
の
を
同
年
の
頃
と
推
測
し
て
い
る
。

野
村
卓
美
「
解
脱
上
人
と
明
恵
上
人
―
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
に
描
か
れ
る

解
脱
上
人
―
」『
別
府
大
学
国
語
国
文
学
』
五
一
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
。

（
39
）
『
明
恵
上
人
行
状
』（『
明
恵
上
人
資
料
第
一
』（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
一
冊
）。

（
40
）
前
掲
注
3
田
中
氏
一
九
四
三
年
書
お
よ
び
注
3
杉
﨑
氏
論
文
。
な
お
田
中
氏
は
、

そ
の
後
も
『
日
本
に
遺
る
印
度
系
文
物
の
研
究
』（
東
光
堂
、
一
九
四
三
年
九
月
）、

注
3
一
九
七
〇
年
論
文
に
お
い
て
も
同
様
の
論
旨
と
す
る
。

（
41
）
『
清
凉
寺
縁
起
』（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
七
輯
上
）。

（
42
）
前
掲
注
2
奥
氏
論
文
。

（
43
）
元
如
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）『
衆
中
評
定
條
』（
西
明
寺
蔵
）
に
み
え
る
の
が

史
料
上
の
初
見
で
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

の
僧
名
帳
『
槙
尾
山
自
誓
受
具
同
戒
録
』（
西
明
寺
蔵
）
に
よ
っ
て
慶
安
三
年
（
一

六
五
〇
）
正
月
十
三
日
に
西
明
寺
で
自
誓
受
戒
し
、
師
は
同
寺
第
九
代
衆
主
慈
雲

智
城
（
生
年
不
詳
〜
一
六
六
二
）、
弟
子
は
京
都
府
木
津
川
市
大
智
寺
の
二
世
を
務

め
、
同
市
の
現
光
寺
を
再
興
し
た
雲
松
実
道
（
生
年
不
詳
〜
一
七
〇
五
）
と
わ
か

る
。

（
44
）
松
岡
久
美
子
「
西
大
寺
叡
尊
に
よ
る
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
の
模
像
制
作
」『
美
術
フ

ォ
ー
ラ
ム
21
』
二
二
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
。

（
45
）
長
岡
龍
作
「
悠
久
の
創
造
の
物
語
―
美
術
が
伝
え
る
大
乗
仏
教
の
世
界
」
石
川
真

友
香
編
『
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念

悠
久
の
絆

奈
良
・
塔
豊
北
の
み
ほ
と
け

展
』（
東
北
歴
史
博
物
館
展
覧
会
図
録
）、
二
〇
二
三
年
四
月
。

（
46
）
前
掲
注
44
松
岡
氏
論
文
。

（
47
）
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
二
月
。
達
堂
大
徳
書
写
本
。
高
松
世
津
子
「
自
誓
受
戒

の
好
相
行
・
好
相
を
め
ぐ
る
考
察
―
近
世
期
・
真
言
律
系
を
中
心
に
―
」『
日
本

宗
教
文
化
史
』
四
六
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
。

（
48
）
木
津
川
市
教
育
委
員
会
編
「
現
光
寺
・
大
智
寺
資
料
調
査
報
告
書

第
一
冊
」

（
木
津
川
市
美
術
工
芸
品
調
査
報
告
書

第
一
集
）、
整
理
番
号
典
籍
い
二
―
四
。

﹇
図
版
出
典
﹈

口
絵
3
、
図
1
〜
19
は
西
川
夏
永
氏
撮
影
。
図
20
は
山
口
隆
介
氏
撮
影
。

﹇
付
記
﹈

槙
尾
山
西
明
寺
住
職
の
高
岡
義
寛
師
、
巖
松
院
住
職
の
河
井
拓
巖
師
に
は
、
各
像
の
調

査
に
際
し
て
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
画
像
の
掲
載
を
ご
承
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
な
い
と
う

わ
た
る
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
研
究
員
）
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奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
二
十
六
号

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物
館

〒
六
三
〇‐

八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印
刷
・
製
本

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地
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